
第三部会（第 24期・第４回） 

 

議事要旨 

 

Ⅰ．日時  

 ・第 1日目 平成 30年 10月 3日（水）15:00-16:30 

 ・第 2日目 平成 30年 10月 4日（木）10:00-12:00 

 

Ⅱ．会場 

 日本学術会議 6階 6-C(1)(2)(3)会議室 

 

Ⅲ．出席状況 

第１日目出席者： 

第三部役員 部長  大野 英男 

副部長 徳田 英幸 

      幹事  高橋 桂子 

      幹事  米田 雅子 

第三部会員 

相澤 清晴、相田 美砂子、浅見 真理、阿尻 雅文、荒川 薫、乾 晴行、大島 まり、

大西 公平、小澤 徹、梶田 隆章、加藤 昌子、川村 光、君塚 信夫、木村 学、厨

川 常元、小林 潔司、小山田 耕二、柴山 悦哉、菅原 洋子、鈴置 保雄、伹野 茂、

谷口 倫一郎、田村 裕和、筑本 知子、茶谷 直人、坪井 俊、所 千晴、中野 義昭、

中村 栄一、中村 崇、春山 成子、福山 満由美、藤井 孝藏、藤井 良一、松尾 由

賀利、松宮 徹、美濃 導彦、山口 周、山崎 典子、山本 里枝子、吉田 進、吉村 忍、

渡辺 美代子 

（以上 47名、敬称略） 

 

第１日目事務局出席者：犬塚 隆志、髙橋 和也、柳原 情子、宮本 直子、石尾 航輝、 

中西 陽紀 

 

第２日目出席者： 

第三部役員 部長  大野 英男 

副部長 徳田 英幸 

      幹事  高橋 桂子 

      幹事  米田 雅子 

第三部会員 



相澤 清晴、相田 美砂子、浅見 真理、阿尻 雅文、大倉 典子、大西 公平、小澤 徹、

梶田 隆章、片岡 一則、加藤 昌子、川村 光、木村 学、厨川 常元、小山田 耕二、

柴山 悦哉、菅原 洋子、鈴置 保雄、関根 千津、伹野 茂、田近 英一、谷口 倫一

郎、茶谷 直人、坪井 俊、所 千晴、中野 義昭、中村 栄一、中村 崇、春山 成子、

東野 輝夫、菱田 公一、藤井 孝藏、藤井 良一、松尾 由賀利、松宮 徹、美濃 導

彦、山口 周、山崎 典子、山本 里枝子、吉田 進、吉村 忍、渡辺 美代子 

（以上 45名、敬称略） 

 

第２日目事務局出席者：犬塚 隆志、髙橋 和也、柳原 情子、宮本 直子、石尾 航輝、 

中西 陽紀 

 

Ⅳ．議題 

１）前回議事要旨の確認 

２）幹事会関連報告 

３）機能別・課題別委員会報告 

４）学術フォーラム「危機に瀕する学術情報の現状とその将来 Part2（仮題）」について 

５）SDGsフォームについて 

６）科学者委員会学術体制分科会からの話題提供 

７）自由討論 

 

Ⅴ.資料 

資料 1 第三部会（第 24期・第３回）議事要旨 

資料 3-1 公開シンポジウム「学術を発展させる法人制度に向けた提言～公益法人法１０周 

年～」ポスター 

資料 3-2 「自動車の自動運転の推進と社会的課題に関する委員会」報告 

資料 3-3-1 【設置要綱】国際リニアコライダー計画の見直し案に関する検討委員会 

資料 3-3-2 【委員名簿】国際リニアコライダー計画の見直し案に関する検討委員会 

資料 3-3-3 委員会スケジュール 

資料 4 学術フォーラム「危機に瀕する学術情報の現状とその将来 Part2」（企画案） 

資料 6-1【議事要旨】科学者委員会学術体制分科会（第 24期・第 1回～第 3回） 

資料 6-2【議事要旨（案）】科学者委員会学術体制分科会（第 24期・第 4回） 

資料 7 平成 30年度第三部旅費執行状況（平成 30年 10月 1日現在） 

 

参考資料 1 第三部会員名簿（平成 30年 10月 1日現在） 

参考資料 2 第三部会及び第三部拡大役員会 開催予定 

参考資料 3 第 5期科学技術基本計画の概要 



参考資料 4 統合イノベーション戦略【概要】（平成 30年 6月 15日閣議決定） 

 

机上配布 1  第三部会（第 24 期・第４回）座席表 

机上配布 2  第三部会（第 24 期・第３回）議事メモ 

机上配布 3  データサイエンスと社会的公正さについて 

机上配布 4  SDGｓに関する分科会情報共有フォーム 

 

議事 

 

第１日目 

 

１．前回議事要旨の確認 

・まず、大野部長より、資料１に基づき、前回議事要旨の確認が行われた。 

なお、今回に限らず、今後の第三部会の議事要旨（案）については、メールにて出席者

に確認・修正いただいた上、部長一任で承認とすることが諮られ、承認された。 

・続いて、大野部長より、今回の議事の構成について説明が行われた。 

 

２．幹事会関連報告 

・続いて、大野部長、高橋幹事より幹事会関連の主な動きとして、①「医学部医学系入学

試験と教育における公正性の確保を求める日本学術会議幹事会声明-男女共同参画推進の

視点から-」について、②幹事会附置委員会「危機対応科学情報発信組織準備委員会」につ

いて、それぞれ説明が行われた（資料はなし）。 

 

３．機能別・課題別委員会報告 

・続いて、米田幹事より資料３－１、資料３－３に基づき、「科学者委員会学協会連携分科

会」及び「国際リニアコライダー計画の見直し案に関する検討委員会」の活動について、

説明が行われた。 

 

４．学術フォーラム「危機に瀕する学術情報の現状と将来 Part2（仮題）」について 

・続いて、大野部長より、資料４に基づき、学術フォーラム「危機に瀕する学術情報の現

状と将来 Part2（仮題）」について趣旨説明が行われた。その後、資料中の「学術誌をめぐ

る国内外の諸問題」について山口委員より、「オープンサイエンスに向けた日本の取り組み」

について徳田副部長より、「データベース統合と研究データの散逸問題」について高橋幹事

より、それぞれ補足説明が行われた。 

 

５．SDGsフォームについて 



・続いて、徳田副部長より、机上配布資料４に基づき、SDGs フォームに関して、趣旨や目

標、今後の方針について説明が行われた。 

６．科学者委員会学術体制分科会からの話題提供 

・続いて、藤井（孝）委員より、資料６－１～６－２に基づき、科学者委員会学術体制分

科会での議論のテーマやこれまでのヒアリング、議論の様子について説明が行われた。 

 

（第１日目閉会） 

 

第２日目 

 

・まず、大野部長より、第１日目の議論の進捗、本日の議事の予定に関し説明が行われた。 

 

６．科学者委員会学術体制分科会からの話題提供（続き） 

・まず、藤井（孝）委員よりドイツの特徴について補足説明があったのち、評価方法や評

価基準、自由な発想に基づく研究の必要性、学術に対する社会的信頼、Ph.D の減少、資金

調達の問題等について意見交換が行われた。 

・続いて渡辺（美）委員より、科学と社会委員会政府産業界連携分科会の提言案について、

説明が行われた。 

 

３．機能別・課題別委員会の報告（続き） 

・続いて、大倉委員より、資料３－２に基づき、「自動車の自動運転の推進と社会的課題に

関する委員会」について説明が行われた。 

 

７．その他 

・続いて、東野委員より、参考資料２に基づき、来年度夏季部会（大阪大学）について説

明が行われた。 

・続いて、大野部長より、来年度の第 178回総会について連絡が行われた。 

・続いて、事務局より、資料７に基づき、今年度の旅費（6月分まで）の執行状況について

説明が行われた。 

 

（第２日目閉会） 

 




